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そ
の
他

生
き
も
の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト

建
物

花

自
然
風
景

人
の
肌
の

色
か
ぶ
り
を
綺
麗
に
直
す

　

人
物
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
で
は
肌
の

色
合
い
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
青

白
く
写
っ
て
し
ま
う
と
、あ
ま
り
健

康
的
に
は
見
え
な
い
。
特
に
日
本
人

の
肌
の
色
の
場
合
、
少
し
赤
味
が
あ

る
ほ
う
が
健
康
的
に
見
え
る
。
撮

影
時
に
人
物
の
肌
の
色
合
い
が
綺

麗
に
写
る
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン

ス
を
調
整
す
る
こ
と
が
、
肌
色
を
綺

麗
に
再
現
す
る
た
め
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
と
な
る
が
、
被
写
体
の
周

囲
の
状
況
や
光
線
状
態
に
よ
っ
て
は

正
確
な
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
調
整
が

行
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

細
か
な
修
整
は
R
A
W
現
像
で

行
う
の
が
現
実
的
だ
。R
A
W
デ
ー

タ
で
撮
影
し
た
人
物
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
で
あ
れ
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス

の
調
整
、
色
か
ぶ
り
補
正
を
行
っ
て

人
物
の
肌
色
は
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ

る
。
ま
た
、
人
物
の
顔
に
ハ
イ
ラ
イ

ト
が
あ
る
場
合
に
も
、
白
飛
び
補
正

に
よ
っ
て
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
、
肌
色
は
レ
タ
ッ
チ
し
に

く
い
も
の
の
ひ
と
つ
。
最
大
限
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
行
お
う
。

カメラ  キヤノン EOS 5D 

レンズ  EF24〜105mmF4L IS USM 

モード  絞り優先オート（F4）

WB  オート 

感度  ISO200 

＋/−  補正なし 

撮影地  神奈川県・横浜市

健康的な肌色に
したい
窓から柔らかな光が差し込
んでいる室内での撮影。光
の条件は良く顔に嫌な影も
ない。カメラのホワイトバ
ランスはオートで撮影して
いるが、周囲の壁などの色
が反射し、全体的に肌色
が緑色っぽくなってしまっ
ている。もっと赤味があり
健康的な肌色にするように
修整を行いたい。

顔全体にかぶってしまった
緑っぽい色を、「ホワイトバラ
ンス」で補正する。スライダ
を動かして調整するのだが、
肌色の補正は微妙なので、ス
ライダで調整しにくい場合が
ある。そんな時には「色温度」
の表示部分に直接数字を打
ち込んでみてもいい。この段
階では赤味を付けるのではな
く、色かぶりだけを取り除く
ようにする。

使用するツール ●RAW現像（色温度/色かぶり補正/露光量/白とび軽減/明瞭度）

S T E P

1
ホワイトバランスで
緑かぶりを取り除く

Befo re

スライダでの色温度調整は 50 単位
で増減するため、より微妙な調整は
直接数値を入力する。


